
持続可能な森林経営の実現

豊かな「農・漁」を育む森林の活性化

福岡県 糸島市 農林水産課

活用事例
＞ 資源管理 ＞ 森林

■概要

糸島市（以下、本市）は、福岡市という大
都市に隣接するアクセスの良さと、海と山
に囲まれた自然の豊かさが人気を集め、
観光地、移住したい町として注目を集めて
いる。森林でろ過された山水の養分が田
園から海に流れ込み、豊かな漁場を育む
との考えから、林業の活性化に力を入れ
ている。
しかし、林業従事者の減少により、必要な
整備が行われていない人工林が増えてお
り、持続可能な森林経営、森林の有する
多面的機能の発揮、林業・木材産業の健
全な発展が課題であった。
そのため、本市ではArcGISを用いて市全
域の詳細な森林データの解析、ゾーニン
グ作業を行い、森林の伐採計画や木材を
運ぶ林道などの路網計画などを含む「糸
島市森林・林業マスタープラン」（以下「マ
スタープラン」）を策定した。
汎用型GISであるArcGISを用いたことに
より、大量かつ多様なデータを集約でき、
業務の効率化・高度化を実現した。

■課題

本市の森林面積は約9,800haある。
2013年当時、スギやヒノキの人工林を含
めて全体の8割以上が樹齢40年を超え、
伐採・利用の時期を迎えていた。しかし、
国産の木材価格の長期低迷による収益
性の悪化、林業従事者の減少により、間
伐など必要な整備が行われず荒廃する人
工林の増加が課題であった。
また、本市における持続可能な森林経営、
森林が有する多面的機能の発揮、林業・
木材産業の健全な発展を実現するために
は、本市が講じる様々な施策の全体調和
と個別有効性を確保する必要があった。

■ArcGIS活用の経緯

本市の全体的な施策の方針を定めるマ
スタープランの策定にあたり、森林に関す
る基礎データとして広域かつ大量のGIS
データを効率的に取り扱う必要があった。
また、森林情報だけでなく、そのほかの多
種多様なデータの利用も必要だったた
め、森林情報の取り扱いに特化した専用
の森林GISではなく、汎用型のGISが求め
られた。
本市では、ArcGISを採用した全庁利用の
汎用型GISである「糸島GIS」が導入され
ている。そのため、林務部門でもこの「糸島
GIS」を利用することで、市域の森林・林業
に関連する様々な森林情報や、多種多様
なデータを集約することができ、業務の効
率化を実現できると考えた。

■課題解決手法

2015年度と2016年度に、森林の計画的
な循環利用を目指すマスタープランを作
成した。本市が講じる様々な施策の全体
調和と個別有効性を確保するため、常に
施策の効果測定を行い、その結果をマス
タープランに反映する継続的な取り組み
が重要となる。
マスタープランの策定においては、その基
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礎データとして、市全域で実施した最新の
航空レーザー計測の解析を行うことで、
樹種別の詳細な森林の状況を把握し、伐
採計画や木材を運ぶ林道等の路網計画
を作成した。これらの解析や計画作成に
は、専門のソフトを用いたが、その結果を
ArcGISの空間解析機能で集計、データ
ベース化した。

さらにマスタープランの根幹をなす本市独
自のゾーニング作業においては、ArcGIS 
3D Analystを活用して解析を行い、各林
分の成長力や道からの距離、環境配慮へ
の必要性等の条件からその林分の施業
方針（森林の取扱方法）を定めた。

これらの森林資源情報や路網情報、ゾー
ニング結果を基に、ExcelとArcGISとの
テーブル結合機能を用いて計画の確認・
調整を行った上で、マスタープランの最
終成果として伐採計画や路網計画を立
案した。

また、「糸島GIS」に市域の森林・林業に関
連する様々な森林情報を集約することで、

「糸島市森林情報システム」として、業務
の効率化・高度化を実現した。
さらに、産出した木材をどう使うかを考え
る「木材需要創出ワーキンググループ（現
糸島産材活用協議会）」を設置し、森林
組合、製材所、工務店などの代表者が参
加し、本市で産出された木材を市内で流
通・加工・販売する木材の「地産地消型」
とそれ以外の「地産他消型」の二本柱で
糸島版木材サプライチェーン構築事業を
進めていくことを決めた。

■効果

今回のマスタープランは、一部のモデル地
区ではなく本市全域の詳細な森林データ
の解析により作成したものであり、これは
広域かつ大量のGISデータを効率的に取
り扱うことが可能であるArcGISを有効活
用することにより実現できたものである。
森林情報の取り扱いに特化した専用の
森林GISではなく汎用型のArcGISを活用
したことにより、多種多様なデータのオー
バーレイ機能等を駆使するゾーニング作
業を円滑に進めることが可能となった。
また、糸島版木材サプライチェーン構築事
業においては、「地産地消型」では建築用

の糸島産材を作り、実際に人工乾燥5棟、
天然乾燥1棟の販売に至った。

■今後の展望

マスタープランにおけるゾーニングや伐採
計画・路網計画については、今後、森林所
有者の意向調査や森林組合等の林業事
業体による集約化の結果を基に、随時修
正を行う必要がある。
森林資源情報についても、森林の成長や
間伐等の施業結果を反映させる必要が
あり、これらのデータの修正作業につい
ては、テーブル内の数値データの修正が
必要であるが、エクスポートしたテーブル
データの数値を一括で修正できる新たに
構築した数値系の「森林資源量解析シス
テム」とArcGISによる「糸島市森林情報シ
ステム」を連携して行っていく。
また本市では、マスタープラン策定時の検
討組織「山づくりワーキンググループ」を発
展させた「糸島山づくり協議会」を設立し
ているが、この協議会のメンバーである森
林組合や素材生産事業体等の林業事業
体に対し、今後得られた森林情報の提供
を予定している。提供方法として、ArcGIS 
Onlineを活用することも視野に入れてお
り、各林業事業体がダウンロードした詳
細な森林資源情報や地形情報を基に専
用のソフトを用いて路網設計を効率化す
る実証も開始している。
本市としては、今後も「糸島市森林情報シ
ステム」と各種森林情報をフル活用し、市
域の森林整備と林業振興を推進していき
たいと考えている。
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